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研究成果の概要（和文）：我々が研究開発した有線型掻破音測定機を用い、そう痒性皮膚疾患患者に対して抗アレルギ
ー剤投与試験を行ったところ、Visual analig scaleより早期に掻破行動抑制の検出が出来た．このことは主観的なVis
ual Analog Scaleによる従来のかゆみ評価法より有線型掻破音測定機の方が鋭敏かつ客観的にかゆみと掻破行動をとら
えていると考えられる．

研究成果の概要（英文）：When using a wired type scratching sound measuring instrument we have research and
 development, we have anti-allergic drug administration test against pruritic skin disease patients, detec
tion of scratching behavior was suppressed be earlier than Visual analig scale. I is considered more of a 
hardwired scratching sound machine is to have captured the scratching and itching behavior objectively and
 more sensitive than itch evaluation conventional by Visual Analog Scale subjective thing this.
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１．研究開始当初の背景 

近年アトピー性皮膚炎や慢性湿疹等の痒みを

伴う皮膚疾患は増加の一途であり、病気の重

症度や治療の効果を判定するためには痒みの

程度を客観的に評価する事の必要性が社会

的・医学的に増してきている。これまでは痒

みの評価に関して主観的な評価方法が主流で

あり、客観的に痒みを数値化する方法はVideo 

撮影による掻爬解析しかなかった。 

２．研究の目的 

我々は掻破時に生ずる「音」を解析する事で

痒みを客観的かつ正確に評価するシステム

をマウス・ヒトで開発した。このシステムを

実際に患者に導入し、より多くのデータを集

計・解析することで痒みの客観的評価法を確

立し患者への治療効果判定に役立ち、抗アレ

ルギー剤の効果も比較検討できると信じる。 

３．研究の方法 

アトピー性皮膚炎や慢性湿疹等の皮膚疾患で

は掻痒に伴う掻爬により病勢が増悪すること

を我々は示してきた(J Immunol. 15:8315, 

2006. Arch Dermatol Res. 300:343, 2008. J 

Dermatol,Sci. 59: 129, 2010)。掻爬は表皮

を破壊し炎症細胞の皮膚への浸潤を惹起し、

表皮由来のIL-18 の活性化を促し、そのため

アレルギー性炎症は増悪し更には皮膚への神

経繊維の進展をもたらす。結果、より掻痒に

対しての感受性が高まり更なる掻痒感を生じ

る。いわゆるitch scratch サイクルを加速さ

せる。従って先ずは痒みを正確・客観的に且

つ簡便に評価する方法が必要である。近年痒

みを伴う皮膚疾患は増加の一途をたどり、例

えばアトピー性皮膚炎の有病率のみをとって

も日本全体で7.4%(ISAAC I 相試験,2008)、小

児では13.9%(西日本小児アレルギー研究班, 

2002)と高く、今後更なる増加が予想される。

痒みの評価はVisual Analog Scale(VAS)など

の主観的評価方法が主流であり、客観的な比

較・検討が困難であった。客観的評価方法に

はVideo撮影による掻破回数を目視測定する

方法が用いられているが、解析時間が長時間

であり、死角の掻破を測定できず、観察者の

主観が入ること、更にはプライバシーが保護

できない事などの問題点があった。我々の開

発したアトピー性皮膚炎モデルマウス(J 

Immunol 165:997, 2000. Nat Immunol 1:132, 

2000. PNAS 99:11340, 2002)は自然発症的に

著明な掻痒を伴う皮膚炎を生じるが、このマ

ウスを用い掻破回数を「掻破音」にて解析す

る手法を開発し(Life Sci. 79:2144, 2006)、

特許を所得した(特許4162620 号、動物の体動

検出装置および体動検出法)。この「音」によ

る解析方法は従来のVideo 撮影による客観的

な掻破回数計測法に対してp 値>0.98 と非常

に高い一致率を認め、且つ分析時間は1/48(8 

時間分の解析を10 分で可能)と短縮できた。

この新しいシステムによっては上述の皮膚炎

マウスを用いて痒みの客観的分析が正確かつ

簡便に行える様になり、抗アレルギー剤の比

較試験や新薬の開発においての有効性の検証

に広く用いられるようになる事を目指す。更

にこの「音」による掻破測定システムをヒト

に応用すべく、時計型の集音装置を独自に開

発し、十数人程度の健常人とアトピー性皮膚

炎患者に対しVideo 撮影による掻破回数測定、

「音」による掻破回数測定および従来あるア

クティグラフィー(重力加速度を用いた解析)

による掻破回数測定を比較検討した。すると、

現在の所最も正確に掻破回数を測定できると

されているVideo撮影と比較して、アクティグ

ラフィーのp 値は0.7〜0.8 であったのに対

し、本測定器を用いた「音」による掻破回数

測定は>0.98 と非常に精度の高い結果となっ

た。また、解析時間はVideo による目視の1/30 

以下に抑えられた。以上より、本研究によっ

て医学的・社会的に切望されていたヒトにお

ける正確かつ簡便な客観的痒み評価方法の確

立がなされれば、疾患の評価や治療、新規薬

剤の開発などが容易に行えるようになり、医



学の進歩や患者の利益に還元できると考える。

４．研究成果 

患者に対して抗アレルギー剤を投与し、デー

タ収集及び解析を行った。簡便な為日常診療

で用いられるが客観性に乏しいVisual 

Analog Scaleによる評価と異なり、我々の開

発した有線型掻破音測定機による解析の方が

早期より掻破行動を抑制していることが明ら

かになった。このことは、主観的なVisual 

Analog Scaleによる従来のかゆみ測定法より

掻破音測定機の方がかゆみ及び掻破行動を鋭

敏に客観的に捉えていることを示唆している

と考える。データ収集に伴う明らかな副作用

はなく、解析もPCを用いて短時間で終了でき

た。よって、既存のビデオ撮影による解析よ

りも掻破音測定機の方が安全かつ簡便である

と考える。従来の痒み評価法の中で、客観性・

簡便性・安全性にすぐれている点が重要な点

である。また、工学部との共同開発により、

無線型掻破音測定機の開発に成功した。従来

の有線型のものとは異なり、ブルートゥース

を用いて集音器とタブレット型解析器を連携

することにより、有線が患者に絡みつく危険

性を排除し、有線による患者への苦痛を軽減

し、機器のサイズを縮小し簡便化することに

成功した。また、従来の有線型掻破音測定機

と同等の検出率を持つことを明らかにした。 
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